
怒濤精神Ⅱ 
沖縄県立糸満高等学校 

令和５年１０月２０日(金) 

発行者 校長 金 城 栄 一 

第１２号 

授業参観 
本校の授業の様子を紹介します。多くの先生方

の授業を参観しましたが、先生方は、スライドや
プリント等の授業準備をしっかり行い、丁寧な授
業を行っていました。生徒も先生の指示に従い、
熱心に授業に取り組んでいる様子が伺えました。   
授業形態も一斉に説明

を行う場面からグループ
やペアで話し合う場面、
道具等を利用する場面、
自分の考えを発表する場
面等、生徒が授業内容を
理解しやすいよう工夫が
されていました。 

生徒の活躍 
・ウエイトリフティング（国体） 
少年男子 61kg 級 スナッチ 2 位 並里 

・ソフトテニス（高校新人大会）  
団体 準優勝 
個人ダブルス 
ベスト４ 仲里・瀬名波 
ベスト８ 比屋根・荒川 

古屋・金城 

生
徒
の
投
稿
か
ら
思
う
こ
と 

生
徒
の
投
稿
を
読
ん
で
み
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
十
月
四
日
の
仲
宗
根
さ
く
ら
さ
ん
の
投
稿

は
、
糸
満
高
校
の
あ
る
糸
満
市
で
起
き
て
い
る
課
題
で
す
。
昔

か
ら
続
く
伝
統
行
事
で
す
が
、
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

学
校
に
お
い
て
も
、
昨
今
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
る
校
則

に
つ
い
て
、
時
代
の
流
れ
に
適
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か

十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

他
の
生
徒
の
投
稿
も
そ
う
で
す
が
、
答
え
の
無
い
課
題
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
の
か
？ 

そ
の
能
力
が
今

の
時
代
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

校
内
進
路
相
談
会 

九
月
一
九
日
（
火
）
二
年
生
を
対
象
に
、
大
学
や
専
門
学
校
等
の
担

当
を
招
き
、
相
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
進
学
す
る
生
徒
が
多
く
い
る

中
で
、
大
学
な
の
か
専
門
学
校
な
の
か
悩
む
生
徒
が
多
く
い
ま
す
。
ま

た
、
進
学
後
に
支
払
う
費
用
に
つ
い
て
も
進
路
を
選
択
す
る
際
の
一
つ

の
判
断
材
料
に
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
考
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

◎
九
月
二
七
日
（水
）沖
縄
タ
イ
ム
ス 

過
労
死
防
止
へ
労
働
環
境
改
善
を 

我
喜
屋
瑠
さ
ん 

◎
十
月
一
日
（日
）琉
球
新
報 

先
進
国
の
責
任 

 
 

 
 

伊
礼
琉
人
さ
ん 

◎
十
月
四
日
（水
）琉
球
新
報 

文
化
も
時
代
に
合
わ
せ
て 

仲
宗
根
さ
く
ら
さ
ん 

ミシンやギター等の道具を利用した教育活動 

ペアでの授業内容確認 自分の考えを述べる 

一斉に授業を聞く 

目的 
➀希望する分野および大学・専門
学校の講師から直接学び、進路選
択に役立てる。 
➁入学時納入金や年間授業料、
奨学金制度など進学に際して必要
な費用を学ぶ。 


